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Abstract: The geology of the Yatsuhashi area in Shitara Town, Aichi Prefecture has been investigated

to draw the distribution of clastic sediments of the Lower Miocene Hokusetsu Subgroup (lower part

of the Shitara Group).  A 5.5 km x 4 km area has been mapped in detail.  The clastic sediments are

lithologically divided into four formations: from base to top, the Taguchi Formation (dominantly

coarse-grained clastics such as ill-sorted breccia and conglomerate), the Kawakado Formation (domi-

nantly sandstone), the Ohno Formation (dominantly mudstone), and the Kadoya Formation (felsic

tuff and tuffaceous clastics).  An overall upward-fining sequence characterizes this subgroup.  The

coarse clastics of the Taguchi Formation are mostly fluvial and debris-flow deposits and in minor

amounts are probably of talus origin.  These clastics fill past-valleys incised into pre-Tertiary base-

ment, resulting in an irregular distribution.  On the other hand, the other formations are made of well-

bedded marine sediments, the distribution being not complex.  The Hokusetsu Subgroup is covered

unconformably by volcanic rocks of the Middle Miocene Nansetsu Subgroup (upper part of the Shitara

Group).  In the eastern part of the mapped area, intermediate to mafic volcanic intrusions form a

north-south striking dike swarm.
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要　旨
ほくせつ

　愛知県設楽町八橋地域に分布する下部中新統北設亜
したら

層群(設楽層群下部)の分布を明らかにするために，5.5 km
× 4 kmの地域の地質図を作成した．岩相に基づき本地域
の砕屑岩は下位から上位に向かって次の4層に区分され
る：田口層(不淘汰角礫岩や礫岩などの粗粒砕屑岩を主と

かわかど かどや

する)，川角層(主に砂岩)，大野層(主に泥岩)，門谷層(珪
長質凝灰岩と凝灰質砕屑岩)．北設亜層群は全体的に上方
細粒化を示す．田口層の粗粒砕屑岩の多くは河川堆積物
や土石流堆積物で，崖錐性堆積物と判断されるものもある．
これらの粗粒砕屑岩は基盤の谷地形を埋積するように分布
しており，不規則な分布形態を示す．他方，他の地層は層
理の発達した海成層からなり，その分布は単純である．北設

なんせつ

亜層群は中部中新統南設亜層群(設楽層群上部)の火山
岩類により不整合に覆われる．本地域東部では，中性～苦
鉄質火山岩貫入岩が南北方向の平行岩脈群を形成している．

１．はじめに

　愛知県南東部の設楽町とその周辺には設楽層群(Kato,
1962)とよばれる第三系が広く分布している．設楽層群は砕
屑岩を主体とする下半部(北設亜層群)と火山岩類を主体

とする上半部(南設亜層群)からなる．設楽層群の地質につ
いてはKato (1962)をはじめ多くの報告があり，分布，層序，
および年代の概要はほぼ明らかにされている．これらの概
要については星ほか(2000)のレヴューが詳しい．
　本論文で筆者らは，設楽層群分布域の北西縁(設楽町八
橋周辺：Fig. 1)で行った地質調査結果を報告する．本地域
の設楽層群の地質図はKato (1962)，沢井(1979)，沢井・
設楽団体研究グループ(1985)によって報告されているが，
Kato (1962)の地質図と沢井を中心とする設楽団体研究グ
ループの地質図は大きく異なっている．とくに北設亜層群下
部(粗粒砕屑岩を主とする部分)の分布形態に著しい相異
が見られる．設楽層群の形成環境を明らかにする上で，本
地域の北設亜層群の分布を正しく描くことは重要である．ま
た，設楽町を流れる豊川では総貯水容量約1億立方メート
ルの設楽ダムが建設される予定で，貯水後には本地域の
北設亜層群下部分布域の多くが水没し，調査が困難になっ
てしまう．こうした背景のもと，筆者らは北設亜層群に調査
の主眼を置き，本地域の地質図を作成した．
　

２．地質概説

　設楽層群では層序，古生物，放射年代，構造地質，火山
地質，火成岩岩石学などの研究が行われている．2000年以
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前の研究は星ほか(2000)に引用されているので参照され
たい．最近の研究としては，Geshi (2000, 2001)による設楽
中央岩脈群と大峠火成複合岩体の構造と火成岩岩石学の
研究，杉原・藤巻(2002)による火山岩貫入岩のK-Ar年代の
研究，Hoshi and Yokoyama (2001)および星・横山(2002)
による平行岩脈群の古地磁気の研究，星ほか(2002)による
フィッション・トラック(FT)年代の研究がある．
　設楽層群は南北約35 km，東西約20 kmの範囲に分布
している(Fig. 1)．盆状構造を示し，分布域の内側ほど上位

の地層が露出する．盆状構造の形成は南設亜層群形成時
のマグマ活動(カルデラ形成)に強く関係していると考えら
れている(Takada, 1988)．本研究の調査対象地域は盆状
に分布する設楽層群の北西縁に位置し，南北約5.5 km，東
西約4 kmの範囲である．
　設楽層群の層序区分は混乱が続いてきた．星ほか
(2000)がレヴューしているように，地層名の先取権が無視
され研究者ごとに次々と異なる地層名が与えられてきたこ
とが混乱の原因である．本地域を調査したKato (1962)，沢
井(1979)，および沢井・設楽団体研究グループ(1985)の層
序区分対比をFig. 2に示す．この図には本地域の南に隣接
する設楽町田口周辺を調査した星ほか(2000)の層序区分
も示してある．
　本研究では星ほか(2000)が採用した層序区分に従い，
設楽層群下半部の砕屑岩を下位から田口層(礫岩および
角礫岩が主体)，川角層(主に砂岩)，大野層(主に泥岩)，門
谷層(凝灰岩および凝灰質砕屑岩)の4層に区分し，これら
を北設亜層群とした(Fig. 3)．北設亜層群は全体的に上方
細粒化を示し，各層は整合に重なる．北設亜層群は基盤で
ある領家帯の結晶片岩類(領家変成岩類)と花崗岩質岩
(領家花崗岩類)を不整合に覆い，上位の南設亜層群(流紋
岩質～安山岩質火砕岩と溶岩からなり植物化石を含む凝
灰質砕屑岩を伴う)により不整合に覆われる．本地域の北
設亜層群の層厚は変化に富み，薄い所(本地域北東部)で
は約50 m，厚い所(同南部)では400 m以上に達する．
　本地域の地質図をFig. 4に，地質断面図をFig. 5に，個
別柱状図の作成ルートをFig. 6に，個別柱状図をFig. 7に
それぞれ示す．本地域の北設亜層群には有効な鍵層が認
定できなかったため，個別柱状図では星ほか(2000)と同様
に門谷層の基底(砕屑岩が凝灰質になり凝灰岩の挟みも多
くなる層準)を対比の基準とした．北設亜層群は水平ないし
南東に緩く傾いて分布する(Fig. 5)．基盤との境界は起伏
に富み，北設亜層群のさまざまな層準が基盤と接する(Fig.
7)．本地域を北東から南西に流れる境川にほぼ沿うような

第1図 調査地域(愛知県設楽町八橋地域)の位置図． 山田ほか
(1990)を基に作成．MTL, 中央構造線．

Fig. 1   Simplified geologic map of the southern Chubu district show-
ing location of the study area (based on Yamada et al., 1990).
MTL, Median Tectonic Line.

第2図 北設亜層群の層序区分の対
比と本研究で採用する層序
区分．

Fig. 2  Chart showing present and past
nomenclature of divisions of
the Hokusetsu Subgroup in the
study area and vicinity.
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３．調査地域の北設亜層群

3．1　田口層(Taguchi Formation)

　地層名は嘉藤(1955)による．設楽町田口(本地域の南
のべざか

方)から添沢を経て延坂に至る道路沿いを模式地とする(嘉
藤，1955)．本地域内では境川に沿うような形でNE-SW方
向に細長く分布し，知生の西方や南方の基盤分布域でも堆
積時の谷を埋めるように点々と分布する．基盤との不整合
面は明瞭だが，地質図のスケールのみならず一露頭内にお
いても起伏に富んでいる．層厚は変化に富み，最大150 m
以上である．基盤との関係は傾斜不整合またはアバット不
整合である．
　本層は主に角礫岩，礫岩，礫岩砂岩互層からなる．全体
的に上方細粒化を示し，本層下半部に角礫岩と礫岩が多
く，上半部に礫岩砂岩互層が多い(Fig. 7)．角礫岩は巨礫
～大礫を多く含み(最大径が15 mを超えるものもある)，淘汰
が著しく悪く，多くの場合礫支持である(Fig. 8a)．礫種は基
盤由来の変成岩(片岩または片麻岩)が多く，花崗岩質岩の
礫も見られる．基質は細礫岩や極粗粒砂岩からなる．全般
に基質の固結度が高いため，礫を取り出すことは困難なこ
とが多い．一般に塊状で無層理だが，インブリケーションが
見られることがある．亜角礫～亜円礫を主とする礫岩もやは
り不淘汰だが，基質支持のことが多く，礫のサイズは中礫～
大礫が多い(Fig. 8b)．基質は極粗粒～粗粒砂岩で固結度
が高い．この礫岩は基盤の谷地形を埋積するように5 m以
上の厚さで堆積していることもあれば，極粗粒～粗粒砂岩
と互層していることもある．級化を示すことがある．礫岩と互
層する砂岩は細礫～中礫混じりの極粗粒～粗粒砂岩で，
礫岩との境界は不明瞭かつ不規則な形状である．
　分布と岩相の特徴から(岩相の解釈には八木下，2001を
参考にした)，田口層の大部分は堆積当時の谷を埋積した

形で，北設亜層群最下部をなす田口層の粗粒砕屑岩が細
長く分布する(Fig. 4)．基盤岩の分布域でも谷埋め状に田
口層の粗粒砕屑岩が点 と々露出する．他方，川角層以上の
地層は本地域東部と南東部に分布し，その分布形態は地
質図学が素直に適用できるほど単純である．つまり田口層
と川角層以上の地層は分布形態が大きく異なる．南設亜層
群は調査範囲の北東部と南東部に分布する．南設亜層群
の分布形態は北設亜層群の分布形態と調和しておらず，
ちしょう

知生の東で南設亜層群がトラフ状の基底面をもって北設亜
層群を不整合に覆うことから(Fig. 5)，北設亜層群と南設亜
層群の間で少なくとも高低差100 m以上の谷ができるほど
の隆起-侵食事件があったと考えられる．
　筆者らの地質図(Fig. 4)は基本的にKato (1962)の地質
図とよく似ている．本地域の南に隣接する地域でも，星ほか
(2000)が作成した地質図はKato (1962)のそれとよく似て
いた．
　南北方向の安山岩と玄武岩の岩脈が本地域東部に発達
し，平行岩脈群を形成している．
　北設亜層群の年代は放散虫化石から前期中新世と考え
られる(星ほか，2000)．南設亜層群の年代は他地域の放射
年代(Tsunakawa et al., 1983; 杉原・藤巻，2002；星ほか，
2002)から中期中新世の約15 Maと考えられる．本地域の
平行岩脈群からは約16 MaのK-Ar年代が報告されている
(Tsunakawa et al., 1983)．
　地質図に表記可能な規模を持つ断層は本地域には少な

そえざわ

い．本地域南部の添沢付近にあるNE-SW方向の断層(Fig.
4)は逆断層で，星ほか(2002)が詳しく記載している．小断
層も多くはないが，確認した限りではNE-SW走向の正断層
が多いようである．

第3図  調査地域の北設亜層群の模
式柱状図．

Fig. 3  Generalized geologic column of
the Hokusetsu Subgroup in the
study area.
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第4図 調査地域の地質図． A-A’, B-B’, C-C’は地質断面図(第5図)の断面線．

Fig. 4  Geologic map of the study area.  Geologic profiles along lines A-A’, B-B’, and C-C’ are drawn in Fig. 5.
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河川成堆積物および土石流堆積物であると判断される．角
礫岩の一部は，礫がまったく円磨されていないことと分布が
局所的であることから崖錐性堆積物と判断される．なお本
層から化石の報告はない．

3．2　川角層(Kawakado Formation)
おお

　地層名は嘉藤(1955)による．模式地は東栄町川角の大
ち せ

千瀬川左岸である(本地域外：嘉藤，1955)．本地域内では
東部～南東部に分布する．層厚は最大約120 mで側方へ

あまづつみ

の変化に富み，天堤の北東1.3 km付近(Fig. 7の柱状図
⑦)では欠如する．本層の下限は田口層の礫岩砂岩互層か
ら砂岩に移り変わる層準で，その境界は明瞭である．田口
層との関係は整合的で，田口層を欠いて直接領家帯の基
盤を不整合に覆う所もある(例えば天堤川上流部)．
　本層は細礫混じりの極粗粒～粗粒砂岩からなり，細礫
岩，中粒～極細粒砂岩，泥岩を伴う．天堤付近(Fig. 7の柱
状図②)では本層の典型的な岩相を観察できる．ここでは
厚さ1 m前後の級化を示す粗粒砂岩単層(単層基底部は細
礫岩や極粗粒砂岩になっている)が繰り返し重なる．砂岩中
には中粒～極細粒砂岩や泥岩の大小のスラブ(多くの場合
撓んでいたり引き千切られていたりする)が取り込まれてお
り，それらは層理面とほぼ平行である(Fig. 8c)．こうした特
徴から乱泥流堆積物と考えられる．なお，局所的に崖錐性

第5図 地質断面図． 断面線は地質図(第4図)を参照．

  Fig. 5  Geologic profiles.  See Fig. 4 for locations.

堆積物と思われる角礫岩が挟まることがあり，基盤岩からな
る山地斜面が堆積場のごく近傍に迫っていたことが予想さ
れる．
　本層からは柴田ほか(1977)とShibata (1978)により貝類
化石が報告されている．本地域ではShibata  (1978)の
Chlamys iwamurensis assemblageを特徴づける貝類化

す の こ

石群集が産する．本地域北東部の簀ノ子の東方(本地域
外)に露出する本層からも同様の群集が報告されている(柴
田ほか，1977)．この群集は潮間帯～水深20 m程度の内湾
的環境を示唆する(柴田ほか，1977; Shibata, 1978; 柴田・
伊奈，1983)．ただし二枚貝のほとんど全ては片殻で，場所
によっては破片が混ざっていることもあり，異地性の化石で
ある可能性が高い(柴田ほか，1977)．

3．3　大野層(Ohno Formation)

　地層名は吉田(1953)による．模式地は鳳来町大野の西
方である(本地域外：吉田，1953)．本地域では東部(知生の
東方)と南東部に川角層を覆うように分布する．層厚は最大

かざごし

約60 mで北東ほど薄化する傾向があり，風越川上流部，知
生北東方，簀ノ子付近では欠如する．本層の下限は星ほか
(2000)の再定義に従い，川角層の砂岩優勢層相から砂岩
泥岩等量互層に漸移する層準とした．
　本層は下部が砂岩泥岩互層(Fig. 8d)，上部が暗灰色泥
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岩からなる．いずれも層理が発達する．中粒～極細粒砂岩
から泥岩へ級化を示し，乱泥流堆積物である．砂岩泥岩互
層を欠き，川角層の砂岩卓越部から直接暗灰色泥岩に移り
変わる所もある(例えばFig. 7の柱状図②)．暗灰色泥岩は
風化するとタマネギ状構造が発達する．
　本層からは放散虫化石が報告されている( 星ほか，
2000)．本地域の地点SN14 (Fig. 6)からはCenosphaera
c o r o n a t a ,  C e n o s ph a e r a  c f .  c o r o n a t a f o rm i s ,
Cyrtocapsella tetraperaが産出している．同様の放散虫化
石群集は設楽町和市付近(本地域外)の本層からも産出し
ている(星ほか，2000)．その他の化石については本地域か
らはあまり報告されていないが，簀ノ子の東方(本地域外)
に露出する本層からはLu c i n om a  a c u t i l i n e a t um ,
Macoma izurensis ,  Macoma optiva,  Chlamys cf .
i w amu r en s i s ,  F i s s i d en t a l i um  s p . ,  Tu r r i t e l l a
ichishiensisなどの貝類化石が報告されている(柴田ほか，

1977)．Macoma-Lucinoma assemblage (Shibata, 1978)
を特徴づける群集が優勢であるが，川角層の貝化石と共通
する種も産する．Macoma-Lucinoma assemblageは上浅
海帯上部の内湾環境を示唆する( 柴田ほか，1 9 7 7 ;
Shibata, 1978; 柴田・伊奈，1983)．

3．4　門谷層(Kadoya Formation)

　地層名は吉田(1953)による．鳳来町門谷(本地域外：吉
田，1953)を模式地とする．本地域では東部と南東部にや
や広く分布し，知生の北北東約600 m付近や的場の北約
800 m付近の比較的標高が高い所にも基盤岩や田口層を
覆ってわずかに露出する．層厚は最大150 m以上で側方に
大きく変化し，知生北東の南設亜層群分布域では欠如して
いる(Fig. 7の柱状図⑨)．この層厚変化は主に南設亜層群
基底の不整合によりさまざまな程度に削剥されたためであ
る(Fig. 7)．本層の下限は星ほか(2000)に従い，砕屑岩が
凝灰質になり凝灰岩の挟みが多くなる層準とした．本地域
程度の範囲においては凝灰質になる層準(本層基底)はほ
ぼ同一時間面とみなしてよいと考えられる．
　本層は主に凝灰質砂岩，凝灰質泥岩，珪長質凝灰岩から
なり，凝灰質角礫岩を伴う．Fig. 7の柱状図⑦において，本
層最下部は凝灰質砂岩からなり，大野層以下の北設亜層
群を欠いて直接基盤を不整合に覆うようである．この砂岩
は上位に向かって凝灰質泥岩に漸移する．凝灰質泥岩中
には石灰質ノジュールが含まれる．しばしば乳白色～淡青
灰色の珪長質凝灰岩が挟在する．知生の北北東や的場の
北に基盤や田口層を直接覆ってわずかに露出する本層は
凝灰質角礫岩からなる．著しく不淘汰で，礫は中礫～巨礫
サイズが多い．基質は乳白色の凝灰岩からなる．いずれの
分布域でもこの凝灰質角礫岩は基盤に高角度でアバットし
ている．礫がまったく円磨されていないこと，分布が極めて
局所的なことなども考慮すると，この角礫岩は崖錐性堆積
物であろう．
　設楽町小松(本地域外)の本層最下部からは大野層の地
点SN14と同様の放散虫化石群集が報告されている(星ほ
か，2000)．貝類化石は本地域から柴田ほか(1977)により
Acila (Truncacila) sp., Malletia inermis, Neilonella ?
ovata, Lucinoma acutilineatumなどが報告されている．化
石の破損や二枚貝の離弁は稀で，現地埋没したものと考え
られる(柴田ほか，1977)．これらはMalletia-Nuculana as-
semblage (Shibata, 1978)を構成し，下浅海帯下部ないし
下浅海帯下部～半深海の堆積環境を示唆する(柴田ほか，
1977)．

４．調査地域の平行岩脈群

　本地域の東部には平行岩脈群が南北方向に伸びている
(Fig. 4)．岩脈の多くは変質し粘土化が進み，母岩よりも軟
質になっていることがある(Fig. 9)．他方，変質が微弱で暗

第6図  個別柱状図の作成ルート(①～⑩)． 星ほか(2000)の放散
虫化石検出地点SN14も示す． 国土地理院発行25000分の
1地形図「田口」を使用．

Fig. 6  Topographic map showing locations of the stratigraphic sections
depicted in Fig. 7 (based on topographic map “Taguchi”,
scale 1:25000 by the Geographical Survey Institute).  Also
shown is locality SN14 where radiolarian fossils indicative
of Early Miocene age have been reported (Hoshi et al., 2000).
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灰色～濃青緑色の堅固な岩脈もある．この平行岩脈群は久
野(1976, p.107)が「平行岩脈群」の一例として紹介したも
のである．Hoshi and Yokoyama (2001)と星・横山(2002)
の古地磁気研究もこの平行岩脈群(簀ノ子付近)を対象に
行われた．
　58地点で岩脈の走向傾斜を調査した．走向のローズダイ
アグラムをFig. 10に示す．N-S走向からNNW-SSE走向が
卓越しており，この方向が本岩脈群形成時の水平最大圧
縮主応力軸(σHmax )の方向とみなすことができる．後述する
ように，この平行岩脈群の形成は15 Ma頃と考えられる．15
Ma頃にこの地域のσHmaxがほぼ南北方向だったということ
は，西南日本各地の平行岩脈群の卓越方向を調査した
Tsunakawa (1986)や山元(1991)の報告と一致する．

５．地質年代

　北設亜層群の年代論については一時期混乱が見られた
が，大野層と門谷層下部から報告された放散虫化石群集

(星ほか，2000)から前期中新世であることが明らかにされ
た．星ほか(2000)は大野層と門谷層下部がShilov (1995)
のCenosphaera coronataformis Zoneに対比される可能
性が高いことを示した．彼らはODP資料と地磁気年代尺度
を用いた検討からこの放散虫化石帯の年代範囲を約20～
17 Maと見積もり，これを北設亜層群の堆積年代と考えた．
この年代見積もりは最近測定された門谷層のFT年代(17
Ma前後：星ほか，2002)と調和的である．田口層と川角層
からは年代に関するデータが得られていないが，各層は整
合関係であるため，20 Maを超えるほど古くなることはない
と筆者らは考えている．
　本地域に露出する南設亜層群から年代データは報告さ
れてない．最近星ほか(2002)は鳳来町海老から棚山に至
るルートで南設亜層群の各層のジルコンFT年代を測定し，
15 Ma前後の年代を得ている．
 　平行岩脈群については，Tsunakawa et al. (1983)が本
地域内の天堤に露出する玄武岩岩脈から16.5 ± 0.9 Ma
のK-Ar年代(全岩)を報告している．南設亜層群の年代と

第7図 個別柱状図． 太実線の対比線は不整合境界を表す． 作成ルートは第6図を参照．

Fig. 7  Correlation of stratigraphic columns.  Thick solid lines indicate unconformities.  See Fig. 6 for locations.



地質調査研究報告　2003 年　第 54 巻　第 7/8 号

－276－

　

第
8図

  (
a)

 田
口

層
最

下
部

の
不

淘
汰

角
礫

岩
(山

地
河

川
の

堆
積

物
？
)の

岩
相

． 
境

川
と

長
江

川
の

合
流

部
付

近
． 
縞

状
構

造
の

発
達

す
る

巨
礫

は
す

べ
て

基
盤

由
来

の
片

岩
ま

た
は

片
麻

岩
．

写
真

中
央

部
の

レ
ン

ズ
キ

ャ
ッ

プ
は

5.
5 
cm

． 
(b

) 田
口

層
上

部
の

礫
岩

砂
岩

互
層

(土
石

流
堆

積
物

)の
岩

相
． 
設

楽
町

荒
尾

(本
地

域
外

)．
 礫

岩
に

は
級

化
が

見
ら

れ
，一

部
基

質
支

持
．

ハ
ン

マ
ー

の
長

さ
は

33
 c
m

． 
(c

) 川
角

層
の

細
礫

混
じ

り
砂

岩
(乱

泥
流

堆
積

物
)の

岩
相

． 
設

楽
町

長
江

． 
中

粒
～

極
細

粒
砂

岩
や

泥
岩

の
ス

ラ
ブ

が
多

く
含

ま
れ

る
． 
ハ

ン
マ

ー
の

長
さ

は
33

 c
m

．(
d)

 大
野

層
の

砂
岩

泥
岩

互
層

の
岩

相
． 
設

楽
町

長
江

． 
内

側
陸

棚
の

堆
積

物
と

推
定

さ
れ

る
． 
写

真
中

央
部

の
レ

ン
ズ

キ
ャ
ッ

プ
は

5.
5 
cm

．

F
ig

. 
8
  
O

u
tc

ro
p
 p

h
o
to

g
ra

p
h
s 

o
f 

th
e 

H
o
k
u
se

ts
u
 S

u
b
g
ro

u
p
. 
 (

a)
 U

n
so

rt
ed

 b
re

cc
ia

 a
t 

a 
lo

w
er

 h
o
ri

zo
n
 o

f 
th

e 
T

ag
u
ch

i 
F

o
rm

at
io

n
 n

ea
r 

th
e 

co
n
fl

u
en

ce
 o

f 
th

e 
S

ak
ai

 C
re

ek
 a

n
d
 t

h
e 

N
ag

ae

C
re

ek
. 
 B

o
u
ld

er
s 

ar
e 

m
o
st

ly
 o

f 
p
re

-T
er

ti
ar

y
 m

et
am

o
rp

h
ic

 b
as

em
en

t.
  
T

h
e 

le
n
s 

ca
p
 i

s 
a 

sc
al

e 
(5

.5
 c

m
 i

n
 d

ia
m

et
er

).
  
(b

) 
A

lt
er

n
at

in
g
 b

ed
s 

o
f 

co
n
g
lo

m
er

at
e 

an
d
 s

an
d
st

o
n
e 

at

an
 u

p
p
er

 h
o
ri

zo
n
 o

f 
th

e 
T

ag
u
ch

i 
F

o
rm

at
io

n
 i

n
 A

ra
o
, 
S

h
it

ar
a 

T
o
w

n
. 
C

o
n
g
lo

m
er

at
e 

b
ed

s 
sh

o
w

 a
 n

o
rm

al
 g

ra
d
in

g
 a

n
d
 a

re
 i

n
 p

ar
t 

m
at

ri
x
-s

u
p
p
o
rt

ed
. 
 T

h
e 

h
an

d
le

 o
f 

th
e 

h
am

m
er

is
 3

3
 c

m
 i

n
 l

en
g

th
. 

 (
c)

 G
ra

n
u

le
-b

ea
ri

n
g

 s
an

d
st

o
n

e 
o

f 
th

e 
K

aw
ak

ad
o

 F
o

rm
at

io
n

 i
n

 N
ag

ae
, 

S
h

it
ar

a 
T

o
w

n
. 

 T
h

is
 b

ed
 c

o
n

ta
in

s 
o

ri
en

te
d

 s
la

b
s 

o
f 

fi
n

er
 c

la
st

ic
 r

o
ck

s.
  
T

h
e

h
am

m
er

 h
an

d
le

 i
s 

3
3
 c

m
 i

n
 l

en
g

th
. 

 (
d

) 
A

lt
er

n
at

in
g
 b

ed
s 

o
f 

sa
n
d
st

o
n
e 

an
d
 m

u
d
st

o
n
e 

o
f 

th
e 

O
h
n
o
 F

o
rm

at
io

n
 i

n
 N

ag
ae

. 
T

h
e 

le
n
s 

ca
p
 i

s 
5
.5

 c
m

 i
n
 d

ia
m

et
er

.



愛知県設楽町八橋地域に分布する中新統北設亜層群(設楽層群下部)の地質（星ほか）

－277－

比較するとやや古く見えるが，誤差(1σ)を考慮するとほぼ
区別できず，15 Ma頃の形成と筆者らは考えている．
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